
開催日時：

オンライン研修会

講演Ⅰ

講演Ⅱ

　

講演Ⅲ 「調剤薬局における小児在宅の取り組み　

総合評点

3.5

(4件尺度)

申込者数 参加者実数
アンケート意
見あり（枚）

68 53 12

県別区分 埼玉 東京 神奈川 千葉 栃木 群馬 宮城

33 2 1 2 1 1 1

大阪 兵庫 愛知 滋賀 福岡 佐賀 北海道

3 2 2 1 1 2 1

1.性別と年代

男 女 無回答

15 31 7

20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答

4 19 11 7 3 9

施設への
メール案内

HP
個人への
メール配信

その他

5 10 22 16

3.メール配信サービスを利用しているか

利用してい
る

29

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

32 19 2 0 0 3.6

第21回妊婦授乳婦・小児科領域研修会参加者アンケート集計結果

アンケート回収率

2024年10月28日（月）　19：00～20：30

100%

アンケート提出数

53

東京大学医学部附属病院　薬剤部　清水　啓道　先生

「小児の在宅医療とそれを支えるくすりについて」

～薬局薬剤師が考える多職種連携について～」

株式会社セキ薬品　調剤本部　薬局支援部　菊地　淳史　先生

メール配信を知ってい
るが利用していない

4. 講演テーマについて

18

メール配信サービス
自体知らない

2. 本研修会の開催をどこで知ったか

6

「小児在宅への移行～薬局連携を行った症例について～」

埼玉県立小児医療センター　薬剤部　片山　明香　先生

4% 0% 0%



5．講演内容について
よく理解でき

た
理解できた

やや理解でき
なかった

全く理解でき
なかった

無回答 平均

31 22 0 0 0 3.6

とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

25 26 2 0 0 3.4

大いに役立つ 役立つ
やや役立たな

い
全く役立たな

い
無回答 平均

24 29 0 0 0 3.5

6.本研修会の印象について

7.本研修会で学び今後の業務に役立つか

60%

36%

4% 0% 0%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答

58%

42%

0% 0% 0%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答

47%

49%

4% 0% 0%

とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答

45%

55%

0% 0% 0%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

全く役立たない

無回答



8.今後取り上げてほしいテーマや担当の研修部会への意見

nicuで使われる薬 1

てんかん患者に対する薬物治療について 1

1

小児の精神疾患 1

小児の栄養管理、アレルギー疾患、吸入指導 1

1

1

1

1

若年層（小児期、青年期）の癌と妊孕性への影響 1

妊孕性温存 1

1

糖尿病領域 1

1

薬薬連携 1

1

在宅で使用するデバイスについて 1

1

意見の記載（12枚）

シール郵送ではなく　マナブルでの電子的な単位希望

本研修にて例にあったウエスト症候群、ミトコンドリア脳症、ほ
かに指定難病など症例数が少ない病態について、また機会があれ
ば取り上げてほしい。年齢や体重・療養保育などの環境変化に伴
う処方内容の推移もぜひ知りたい。 
また、公費やサービスなどを含めた患者様の金銭面に対してのサ
ポートの知識も学習できると嬉しい。

老年領域の薬物療法 
  

ポリファーマシー

小児薬物療法領域

妊婦の薬に関する薬剤師の関わり 

1

小児の経腸栄養について

多職種連携

不妊治療（治療の進め方、使用薬剤について） 

1

小児領域のてんかん治療について取り上げてほしい

最新のワクチンの接種に関して
（不活化ワクチンのキャッチアップ接種、インフルエンザワクチ
ン、RSウィルスワクチン等）


